
あの手この手で考えて、あの手この手で問題解灘

あの手この手のマークの間のSは sduJon(解 決)の Sです。

蝙藝雉鍮
颯輪響脩

ベテルギウス玄関
10月 20日 の生け花第 136号 2018年 11月 10日  大和市民活動センター [拠点やまと]発

<やまと国際アートフェスタ>作品シリーズその 8

～タイトル～ 「鳥と平和」

「やまと国際フレンドクラブ賞」を受賞した

グェン ノヾオ ブヽンさん (渋谷小 6年)の絵。

グェンさんのルーツはベトナムです。

今年のテーマは「世界に伝えたい :わたしのブーム」

グェンさんからの <メッセージ>
今の私のブーム !は鳥です。

鳥のうち鳩は平和の象徴とされています。

私は世界中が平不Eになればよいと考え、

2羽の鳩とオリープの本をかきました。

ベテルギウス玄関に電子パネル登場 !

“ベテルギウス"に移つてから、会議室も 1階、2階に分かれ、

施設も多目的ルームや市民交流スペース、市民活動ブース(部室)、

起業家支援スペースなど 案内も複雑になってきました。

スタッフ仲間で話し合い「予算もない、手では複雑、下手な字で

は読みづらい…では業務としてプログラムから設置まで自分たち

でやつちゃおう !」 と、頭の中では右のようなイメージがあるの

ですが…

チラシ案内も追加しました。特に夜間や日曜日に館内を訪れた

方展にも役立ちたい―シンデレラのように夜の 12時がキーとな

ります。
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部室を活用して¨。NPO法人フィツトフォー・マザー・ジャバン

フィット・フォー・マザー・ジャパンは昨年 7月 に設立したばかりの NPO法人です。

「母のヘルスリテラシーの向上が女性・子ども・家族の健康につながる」を団体理

念として活動を始め志した。健康に必要な要素は、当たり前の生活習慣「食べる」

「動く」「寝る」ですが、これら全てが現代はマイナス方向にあります。健康実現の

ためには、健康 (ヘルス)に 関する情報の収集・理解・評価・活用能力 (リ テラシ

ー)が必要で、情報を意欲的に取得し、それらを活用する努力が必要な時代にな

ってきました。 (NPO法 人フィット・フォー・マザー・ジヤパン理事長 4ヽ林 香織 )

【女性特有の健康課題は次のステージを健やかに過ごすチャンス】

1947年、女性の平均寿命は 54歳でしたが、現在は 87歳。驚くほど

のイ申びで、昔 (といつてもほんの数十年前)は更年期以降の人生を送れ

る女性は今ほど多くありませんでした。女性には思春期以降、プレコン

セプシ∃ン (受胎前 )、 マタニテイ (妊娠期 )、 ポス トネイタリレ (産後 。

育児期)そ してメノポーズ (更年期)と男性とは異なるライフステージ

があり、そこには女性特有の健康課題が存在 します。それぞれの健康課

題と向き合うことが、次のステージを健やかに過ごすための鍵となりま

す。私たちが、女性の中でも「母」をターゲッ トにヘルスリテラシーの

向上を目指す理由はここにあります。出産年齢が上がつてきたとは言

え、初産の平均年齢は 30歳、人生 80年で言えばまだまだ前半です。

この時期にヘルスリテラシーが上がれば、人生の真ん中に位置する更年

期 (閉経前後の数年間、日本の閉経平均年齢は 50.5歳 )が変わり、そ

の後に続く老年期も変わります。また、子どもの成育環境は親であり、

子どもの生活習慣の基礎をつくるのは母親の生活習1貫です。この時期の

女性の行動が変わることは未来にも影響すると考えられます。

私たちは「母」のヘルス lJテラシーを上げる方法として、「動く (運

動)」 という習慣を変える活動をしています。女性、20代、30代の運

動習慣率は低 く、運動のきつかけをどう作るかが課題です。

参デ骰 惨 鰺 叡 鈴 雛 隆 摯  多 鰈 警'レ 駿 巾 瞥 了 際.鬱

市民活動センターの会議室を利用して ・̈

私は片足だけで、残念 !

その後は「箸袋作 り」「コースター作 り」

を皆さん笑顔でやつていました。箸袋は

私も良く出来ました。コースターは時間

がなくてり

`戦

できませんでしたが、後で

担当の方からいただき、皆さん最高の笑

顔でした。◎

設立 1年目は、助産師を中心とした医療者に両親教室や外来、

訪間で使えるクイツクプログラム (10分以内で出来る体操)の勉

強会をスター トし、来年も継続開催が決定しています。更年期に

対しては、健康支援をしている人や一般向けの講演会で女性特有

の健康課題の講義と運動体験を全国で実施しています。

J♪

「

J♪ メ リ♪F」 ♪りう 」♪∫

【ベテル ギ ウスの 部 室 か ら発 信 】

団体のメンノヾ―は神奈川だけでなく全国に散らばつており、打

ち合わせも大変です。また、事務的な仕事は私が一人でこなして

いますが、設立当時から、自宅、図書館、カフェなどを転々とし

ながらこなしていたため、今後の活動を広げていくにあたり限界

を感じていた矢先、市役所で部室の存在を知りました。現在、週

の大半は部室で団体の活動を広めるために仕事をしています。ま

た、Wi― Fiがあるので地方メンバーとの打ち合わせもスカイプな

どを利用してできるため、団体運営がスムーズになりました。

今日も、ここ、ベテリレギウスから日本のママたちのヘルスリテ

ラシー向上、子どもたちの未来を応援する活動をします !

・■ ‐   |■ |  ■ |  ||    ‐■‐   |||||  |■  
‐  |■  
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それから、飲み物とスイーツを食べながら雑談。

最後に全員でオカリナの演奏をノヽックに「ふるさと」を歌つて、

気持ちも最高に 1私も最高の気分になりました。

7「 リオン座のベテルギウスがこのような所で輝き、光が全員の

心に届き最高です。制限の少ない施設で良いですね～ (宮澤 稔明)

「更年期(好年期)講座」での体操

「 市 場 カフエ」を開 催 by深見大和地域包括支援センタ…

市場カフェ とは・・・

認知症の本人とその家族を中心に気軽にお茶を飲み、お話をすることができる場所です。

今回は、ベテルギウスの中にある市民活動センターの 1階会議室と多目的ルームにて開催。

‐ 新聞紙でスリッパ作り、和紙で箸袋とコースター作り、 トランプコーナーなどに対象者や

家族、スタッフ、ボランティアを合わせて約 50人が参加。おだやかな笑顔と弾んだ声が響

いて優しい時間が流れていました。ボランティアの参加が多く、とても心強く感じました。

おもいで喫茶 では・ 00

10月 19日 (金)の「市場カフェ」にポランテイアで参カロしました。

最初に全員で軽いコグサイズを行い、口腔体操は「かつぱ」と「jl■ぽつ

ぱ」を歌つて、同じリズムで「ぱぱぴぷぺ ぽぱぴぶ ぺぽぱぴ ぷペ

ぽぱぴ」を歌い、皆さんの気持ちがリラックスしました。

その後、「折り紙」と「自由におしやべり」のグループに分かれて、楽

しい時間になりました。私は折り紙で「新聞紙を使つたスリッパ」作り

に参カロし、皆さんと和気あいあいと話しをしながら楽しく作りました。

「新聞紙スリッパ」は、災害時に利用できるなと、思いました。

皆さんは一足を完成させて、うれしそうでした。

「センター」の議機 ｀
10月 24日 (水 )くもり

先日、高齢の女性が「楽々パソコン塾」を予約したとかで来館。携帯

電話からスマートフオンに切り替えたいのだけど、携帯も満足に使え

ないのに、スマートフオンは無理と家族に反対された。使い方を教え

て欲しいとのこと。開催日ではなく、シルバー人材センターもお休み

の日だつたので、予約した開催日にいらつしゃるように話をした。

「楽々パソコン塾」の先生に伺つたところ、パソコンのみならず、ガ

ラ系携帯電話、スマートフオンの操作も教えているとのこと。機種変

更を考えている人は相談にのつていただけるとのことです。

当日のプログラム

コースターと箸袋

襲蒸轟9・・攣グチ亀☆
13:30``レ・

~″
ズ茶綱窮

崚巌驚:∬、
γ
憑爵身ま

14:j6■かもの歌含t′・
15:Ooあ｀

こし,そ喫茶爾店
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大道芸で実つて、「げ・ん。き」が元気に !

ラツキーさんとお弟子さんがデイサービスでボランティア活動

デイサービス施設でのボランティア活動は、今までの施設「ゆ

らり」や「季の家」などと違って、「げ 。ん 。き」は一軒家で、

ちょっとびっくりしました。

道具が多いので車で向かいました。施設の方の誘導で無事、

駐車場に入りました。

「げ・ん 。き」には職員を含め、10人ほどの人が待つていて

くれました。

はじめに、施設の様子や雰囲気を見ます。「げ 。ん 。き」の雰

囲気はいいと感じました。

寅さんの回上から始めました。

『 伊勢は津で持つ、津は伊勢で持つ～

尾張名古屋は城で持つ～

老後はいくつから ?ろうご 65歳から～

散歩に注意してくださいよ コキッ 1古希 70歳 』

ここで笑つてくれたので、しめた |と思いました。

続いて、傘回し、ノヽンカチジヤグリングや色々なノヽランス芸、

カラーコーンジヤグリングなどを披露しました。

97歳のご長寿の女性に風船で作つたノヽ― 卜をプレゼン トし

て、とても喜んでいただきました。

大和市民活動センターの会議室で教室を開いています。

教室の生徒さんの神武さんが「げ・ん 。き」で南京玉すだれ

デビューをしました。声が大きく、手拍子もおきて、好評で

した。神武さんと玉すだれの共演で、「ラブラブ八― 卜」を

披露しました。

その後、職員の方や高齢者の方たちに参加していただいて、

皿回しの体験をしていただきました。

みんなで記念写真を撮つて、無事終了。

和やかな雰囲気の中、日本の伝統芸や刺激のあるジヤグリン

グで楽しんでいただきました。

施設側は高齢者の人たちを利用者様と呼び、有料依頼の場合

ですと、かなり厳 しく芸が評価され、「今日の芸はどうです

か ?」 などと、聞くようですが・・・

早く、現在の「大和大道芸愛好会」の生徒さんが披露できる

よう指導しています。また、他の歌や三味線などと共演 して、

30分持たせるよう指導していきたいと思つています。

明日は、スカイツリー近くの保育園イベン トにピエ□で参加

します。「子どもたちに笑顔で !」 をモッ トーに楽 しくやり

ます。20歳代、30歳代が多い芸の中での楽 しい戦いです。

(76歳の大道芸人 松竹梅亭ラッキー)

学生を対象とする人材育成活動

2019年度助成事業募集

助成対象となる団体
東京都、神奈川県、千葉県、埼玉県に主たる事務所 (拠点)がある

大学内ボランティアセンタ、NPOなどの営Tllを 目的としない団体。

助成対象となる事業・プログラム

主として日本国内で実施する事業・プログラム

学生 (高校生から大学まで)の人材育成を目的に実施している

事業・プログラム

助成期間

2019年 4月 1日 (月 )～ 2020年 3月 31日 (火 )

助成金額

1件(1団体)当たりの上限金額は 100万 円で、単年度助成

助成対象となる経費

人件費 (助成金額 30%を上限とする)、 消耗備品購入費、交通

費、通信費、郵送料、宅急便代、印椰1製本費、講師など外部の専

門家に対する謝金、会場費、会議設営費用、会議での菓子代な

ど

応募締め切り

2018年 12月 3日 (月 )

問い合わせ先・応募書類送付先

公益財団法人 電通育英会 事務局 担当山本

〒104-0061東 京都中央区銀座 7-4-17電 通銀座ビル4F
TEL:03-3575-1386                              ‐

FAX:03-3575-1577

Mail Josei@dentsu― ikueikai orjp

平成 31年度 地 球 環 境 基金 助 成 金 募 集

助成対象となる団体

NPO法人、一般社団法人、〒般財団法人、公益社団法人、公

益財団法人  *企 業、地方公共団体は対象外

対象となる活動の分野

環境保全に関する幅広い分野

活動形態

実践活動、知識の提供・普及、調査研究、国際会議のどれか

ひとつを選択

対象期間

2019年 4月 1日 ～2020年 3月 31日

原則 1年間～最大 3年間まで

助成金額

50万円から1200万円(1年間)

提出書類

助成金交付要望書

添付書類
・団体の定款・寄付行為又はこれに相当する規約
・理事会、役員会等団体の意思決定をする機関の構成名簿
・過去 3年間の団体の収支
・その他活動実績、活動概要を示す書類

要望書受付期間

平成 30年 11月 5日 (月 )～ 12月 5日 (水 )

応募様式は板の HPからダウンロードできます

http//www_erca_gojpん fge/subsidy/app‖cation/download_htmi

*内定は3月 上旬の予定
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やまもり☆ホッとスクランブル

大和市民活動センターだより

『や春こっこ☆みつIfた』

第 1.3.5(火)生旗送

9:00⇒ 10800

………………………………………… <出 演 しました > 録音 CDが大和市民活動センターにあります。

薔

第

“

0回 Ю″ 峰 んで

1(]驚 ッ日 見 i:犀1習だ臭颯鷲菖醤 × 「のぎ 電滉ぎ 星 I二4彗 1麗 仄 が丘高等学校

E 「なんでもプラス地域ネッ ト」の会員は、 く大学」のオカリナ講座終了後に、有志で  の卒業生のみで構成されたよさこいチー

奔  「住み良い衛を自分たちで作つていくJを  発足 したオカリナ演奏サークルです。   ムです。発足のきつかけは卒業後も同窓生

if モッ トーに地域のサポーター役 として活 ォカリナは癒 しの楽器と言われ、「ミュル  が集まれる場所を作ろうという思いから

: ]:チ Li)TIぢ議塚 備JttξJl}ヽ言 黒桑烹riFg喜 :〔電 磯 t」1:1:;〔サ1先雇  恵 |こ]][](:1:il曇 収 ;:蠣華 |、充了言璽!:

言 会 J、「朝堀 り筍頒布会」年 2回開催の「ふ よって音の出方が違うので、音程を取るの  の体育館でIFRり 付けの練習やフォーメー

こ れあいコンサー ト」、「雨水タンクの設置支 が難しいとのこと。繊細な音色はまさにさ ションの調整をして、大和市民まつりを始

詳 援活動」「酒まんじゅう作りの会 」「赤い羽 さゃきのようで心地よいゆらぎが感 じら めとする地域のお祭 りへの参加からコン

E 糧璽雷層鵞輝言1覧こ『 禽鱚看蓼議窪筵8 箸再曇曇曇 』は

=笙

、IFξを喜禁ぼ窓  軍逢涎念曇魯履渥淳モi曇
:『lFl言言竃

専 ます。「なんでもプラス地域ネッ トJは「健  り、アンサンブルに厚みが出るそうです。 模原で行われた「第 16回相模原よさこい

言 康 J「安全」「幸福」を三位一体と考え「暮 普段の練習風景を録音 した音源から優 tノ  RANBUJで は大賞を受賞し3連覇を達成。

■ らしの中の安心できる環境」を更に進めた ぃ音色が響きました。 また、山崎先生の  演舞を見た方から「次はどこで踊るの ?」

☆ いとのこと。この 10年間は、足し算の考  リコーダー、オカリナの独奏が披露され、 と声を掛けられることもあるそうです。衣

考 え方でやってきたが、これからはグローバ スタジォ内は癒 しの空間に。「大和市市歌」 装、音楽、道具、振り付けの金てがオリジ

饉 ルに掛け算的に捉え「なんでもプラス地球 の譜面を先生がおこしてくださったので、 ナル。観ている人に笑顔を届けたい、楽 し

専 ネッ トJに名称を進化させていきたいと今  「大和市市歌」のオカリナ演奏を聴くのも んでもらいたいという思いから演舞の動

言 
丼さんは力強く語りました。       遠くないことでしょう。         画チェックは欠かさないそうです。

■          く8月 の出演団体>77 7MHZ  9100お 忘れなく!(再放送は当日の 15:00と 21:00です)

考 昌禦皇等延究1口も零う電つちなどの大道芸を習い、老人施設等  彗ζ鼈 ピーリレするチヤンス!

整 での実演を通 して交流を深める活動をしています。        出演希望の団体はセンターまでお申し出ください。

★
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会長

   (11''I畠 留 事 響

談担当

ニュースレター担当

櫻井美紀子

北海道に移住した友人から大地

の恵みのおすそ分けが届いた。引つ

越した早々に長雨、台風、地震・・・

ジャガイモの出来は良くなかつた

とのメモ書き。早速食べたが、とて

も美味しかった。頑張つている彼ら

を思うと、異常気象が気になる。

私が小学生の頃。 ヘリコプタニが

撒いた宣伝 ビラを追い回したり、

落下傘花火の
″
商品券

″
を追つかけ

たり¨「コラつ 1黙つて庭に入る

な l」 「すみませ～ん、落下傘が物

干し場に弓つかかつていて…2階

に上つていいですか― ?」

FMやまと担当

辺見弥生

こいぬ 。こねこ・こりす 。ことり・

こぶた等々、どんなものも名前の始

めに「こJが付くだけで愛らしさが

増す不思議。ベテルギウス館内にも

時々保育に預けられているこども

たちの泣き声が響きます。「こ」ど

もだもの、やつばり愛らしい。

レバノン人女性監督の映画を観た。

「ドゥニヤ」はプロダンサーを夢見

ていたが、性が抑圧された社会と対

峙するようになる。ラス トのカイロ

を見下ろす丘で踊る彼女は解放され

た喜びに満ちていた 1主演後、この

女優はベールの生活に入つた。

(gλ 」ど議
何か争つている気高き声 (サル)に 、

目覚めると同時に恐怖に震えまし

た。外は真っ暗、外を確認する事、

明かりを点けることもできない状

況、いつ襲い掛かつてくるか分から

ないからです。まだ登っていませ

ん・・・つづく

ボランティア担当

櫻井貞代

東京、横浜近辺に住んでいる小中

学校の同級生と横浜・鎌倉散策。

おしやべりしながらのランチ、シ

ョッピングなどと頻繁に会ってい

たが、最近は入院したり、持病が

悪化したりと会う回数が少なくな

った。

の 著 不

爬

陶芸のグループで作品展を開催。

作品をご覧いただぃた後に、野点

で抹茶のおもてなし。その後、秋

田から嫁入りの時にお爺ちゃんが

持たせてくれたという秋田杉の串

に新米を巻いて「きりたんぱ」を

味わった。素敵な自慢の仲間です。
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